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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】令和1年9月26日(2019.9.26)

【公開番号】特開2019-79624(P2019-79624A)
【公開日】令和1年5月23日(2019.5.23)
【年通号数】公開・登録公報2019-019
【出願番号】特願2017-203784(P2017-203784)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ  33/24     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ   33/24     　　　　
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和1年8月16日(2019.8.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　緑色有機ＥＬ素子１０Ｇは、基板１１側から、第１反射面Ｓ１Ｇ、第３反射面Ｓ３Ｇお
よび第２反射面Ｓ２Ｇをこの順に有している（図２Ｃ）。緑色有機ＥＬ素子１０Ｇでは、
第２反射面Ｓ２Ｇ側から光（緑色光ＬＧ）が取り出されるようになっている。第１反射面
Ｓ１Ｇと第３反射面Ｓ３Ｇとの間には、発光中心ＯＧが設けられている。例えば、第１電
極１２は、第１反射面Ｓ１Ｇを間にして緑色発光層１３１Ｇに対向している。第１透明層
１４Ｇは、緑色発光層１３１Ｇ（発光中心ＯＧ）と第２反射面Ｓ２ＢＧの間に設けられて
いる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　第２反射面Ｓ２Ｒは、発光中心ＯＲ（赤色発光層１３１Ｒ）を間にして第１反射面Ｓ１
Ｒに対向している。この第２反射面Ｓ２Ｒは、例えば、反射性を有する第２電極１５Ｒに
より形成されている。第２反射面Ｓ２Ｂは、発光中心ＯＢ（青色発光層１３１Ｂ）を間に
して第１反射面Ｓ１Ｂに対向している。この第２反射面Ｓ２Ｂは、例えば、反射性を有す
る第２電極１５Ｂにより形成されている。第２反射面Ｓ２Ｇは、発光中心ＯＧ（緑色発光
層１３１Ｇ）を間にして第１反射面Ｓ１Ｇに対向している。この第２反射面Ｓ２Ｇは、例
えば、反射性を有する第２電極１５Ｇにより形成されている。第２反射面Ｓ２Ｒ，Ｓ２Ｂ
，Ｓ２Ｇは、第１透明層１４Ｒ，１４Ｂ，１４Ｇと、第２電極１５Ｒ，１５Ｂ，１５Ｇと
の界面により構成されていてもよい。第２反射面Ｓ２Ｒは、発光中心ＯＲから光学距離Ｌ
１２の位置に配置されている。第２反射面Ｓ２Ｂは、発光中心ＯＢから光学距離Ｌ２２の
位置に配置されている。第２反射面Ｓ２Ｇは、発光中心ＯＧから光学距離Ｌ３２の位置に
配置されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　光学距離Ｌ１３，Ｌ２３，Ｌ３３は、例えば、赤色発光層１３１Ｒの発光スペクトルの
中心波長λ１の光，青色発光層１３１Ｂの発光スペクトルの中心波長λ２の光，緑色発光
層１３１Ｇの発光スペクトルの中心波長λ３の光を、第３反射面Ｓ３Ｒ，Ｓ３Ｂ，Ｓ３Ｇ
と、発光中心ＯＲ，ＯＢ，ＯＧとの間における干渉によって弱め合うように設定されてい
る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
　表示装置２には、図１７に示したように、カラーフィルタ層７４を設けるようにしても
よい。カラーフィルタ層７４は、例えば、封止基板７２の一方の面（駆動基板７１との対
向面）に設けられている。カラーフィルタ層７４には、例えば赤色，緑色，青色の各色に
対応したカラーフィルタが画素毎に設けられている。
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